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1 背景・ね らい

現在、地球温暖化に対する危機感が国際的

に高まってお り、各種温室効果ガスの発生 。

吸収量の査定 と、発生抑制対策の確立が強 く

求められています。 この研究では、二酸化炭

素に次いで地球温暖化をもたらしていると言

われている亜酸化窒素 (N20)と メタン (CHl)

に注 目し、これ らガスが北海道東部の火山性

土壌のチモシー採草地において、 どのように

発生 。吸収されるかを測定 し、さらに、草種、

施肥管理および気象・土壌要因との関係を検

討 しました。

2 技術内容と効果

1)亜酸化窒素発生量は、マメ科牧草 (シ ロ

クローバ)の混生および窒素施用量の増加に

よって増大 します。 このとき、牧草の乾物収

量も増大するので、同一年次、同一回場なら

ば、マメ科牧草の有無、施用する肥料 (硫 酸

アンモニウム、乳牛ふん尿スラリーおよびた

い肥)お よび施用量に関わらず、亜酸化窒素

発生量は乾物収量の高い草地ほど多い と言え

ます (図 1)。

2)施肥に由来する亜酸化窒素の発生量は、

同一年次、同一回場ならば、マメ科牧草の有

無および施用する肥料に関わ らず、アンモニ

ア態窒素施用量の多い圃場ほど多い傾向にあ

ります (図 2)。
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図 1

【イネ科単播草地】
△ :窒素無施用区
△ :硫安 160kgN/ha施用区
▼ :硫安 320kgN/ha施 用区
× :ス ラリー施用系列

:た しヽ肥施用系列

マメ科混播草地】
:窒素無施用区
1硫安 60kgN/ha施 用区
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年間乾物収量 と亜酸化窒素発生量

との関係 (2000-2001年 )
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● :イ ネ科単播硫安施用系列、△ :マ メ科混播硫安施用系列
X:イ ネ科単播スラリー施用系列、〇 :イ ネ科単播たい肥施用系列

図2 年間アンモニア態窒素施用量 と

施肥に由来する亜酸化窒素発生量 との関係

(2000-2001年 )
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3)日平均気温が 10℃ を下回る場合、または   ↑
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表層0～ 5cm土壌中の無機態窒素量が少ない場   ぶ
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合、亜酸化窒素は顕著な発生を示 しません (図   (10
3)。 一方、 日平均気温が10℃ を上回るとと  協  °

もに気相率が25%を 下回る場合、すなわち、   こ)-10

気温が高 くて土壌が湿っている場合、亜酸化   歪 -20
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図4 表層0～ 5cm土 壌気相率 とメタン発生 フ

ラックスとの関係 (2000-2003年 )

以上の様に、北海道東部のチモシー採草地

において温室効果ガスである亜酸化窒素およ

びメタンの発生・吸収量を調査 し、これ らに

対する草種構成、施肥管理、気象および土壌

ご1    110    180   10bO 要因の影響を明らかにしました。
0～ 5cm土壊中無機態窒素含量(mgN/100g)

3 留意点図3 日平均気温および表層0～ 5cm土 壌気相

この成果は国内の草地における亜酸化窒素率別土壌中無機態窒素含量 と亜酸化窒素発生

フラックスとの関係 (2000-2001年 )   
発生量およびメタン吸収量査定のための資料

4)採草地におけるメタン発生フラックスは  にな ります。また、亜酸化窒素発生量を軽減
ほぼ常に負の値です。すなわち、採草地はメ  した リメタン吸収量を増加させる草地管理技
タンを吸収 します。早春か ら秋にかけてのメ  術を組み立てる際の基礎にな ります。
タン吸収量はha当 た り0.4～ 1.0、 平均0.74kg

Cで あ り、マメ科牧草の有無、施肥および乾

物収量水準に関わらずほぼ一定です。

5)メ タンの吸収は、表層0～ 5cm土壌におけ

る土壌水分の減少 とともに高まる傾向にあ り

ます (図 4)。
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